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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成20年　1月　9日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　小向　由紀　　　　記録者　本川　沙織
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・1/28に保健所の立ち入り調査があります。カルテチェック・環境整備をしっかりと行いましょう。
・書初め大会で書いていただいた作品を返却します。各自で持ち帰りお願いします。
・2階の患者様について、排尿量少なく脱水傾向です。水分補給をこまめに施行し、排尿の有無・量・性状を観察して行きましょう。
・レストラン誘導時、食事の不足などは、その都度日清スタッフと栄養士に「何が、何人分。」と伝えて下さい。その際、栄養士は日清の誰に伝えたのか確認するときがあるので、伝えた日清スタッフの名前も聞いて下さい。
・転出・退院した患者様のケアプロセスを早急にまとめましょう。
＜患者様連絡事項＞
・橋本　万様～下肢の浮腫軽減してきている事から、利尿剤（アルダクトンA）1T　1×朝　明日より7日分臨時継続処方となっています。引き続き、下肢の浮腫の有無・尿量測定・水分摂取量・体重の増減を確認して行きましょう。
・荒谷　正毅様～発熱ないことから、抗菌剤（クラビット）飲み切り止めとなりました。
　　　　　　　　バイタルサイン測定・感冒症状の有無を観察し、発熱時には主治医へ報告しましょう。歩行も徐々にふらつき見られなくなって来ていますが、引き続き歩行時は付き添いましょう。

・板橋　トミ様～来週を目途に南山苑へ入所予定となっています。感冒症状に気をつけて観察して行きましょう。受け持ちスタッフは退院時サマリー・ケアプロセスを徐々にまとめていきましょう。
・中村　治彦様～施設「福寿荘」へ入所可能であると、施設スタッフが話していますが、空床まちです。空床になったら連絡いただけるとの事です。感冒症状に気を付けて観察して行きましょう。受け持ちスタッフは退院時サマリー・ケアプロセスを徐々にまとめていきましょう。
＜転入患者様＞

・田中　金太郎様（82）　主治医：田名部Dr　受け持ち：中野・佐々木
主病名：脳血管性認知症
合併症：深部静脈血栓症・横紋筋融解・心房細動
・感染症：MRSA（咽頭より）→両鼻腔をイソジンゲルで、毎食後1日３回を1週間消毒　施行し、後日再検します。

・食事：全粥キザミ
・買い物カードなし
・洗濯とオムツ発注：業者依頼
・義歯：上下あるが、ネームなし（順番待ち）
・歩行状態：介助しないとふらつきあり危険である為、転倒に注意要す。移動は車椅子で。
＜皮膚科診察報告＞

・疥癬疑いの患者様全員治癒となりました。しかし、感染対策を油断すると再発する可能性は十分にあるので、引き続き、寝具交換・キンチョール散布等感染対策をしっかりと行っていきましょう。皮膚状態の観察も密に行い、湿疹が見られるようなら、診察時報告しますので本川まで報告して下さい。

・晴山　長司様～皮膚科受診されていましたが、軟膏塗布時や診察の拒否強いことから本日で終了とします。入浴時等皮膚状態を観察し湿疹等見られたら再度受診しましょう。

・山下　さき様～右第1趾に炎症見られ、瘭疽との診断です。抗生剤（サマセフ）3C

　　　　　　　　3×1　3日分本日昼より臨時処方となっています。消炎剤（アズクロ）軟膏塗布の指示あります。炎症・疼痛・出血・浸出液の有無を観察して行きましょう。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・田端　玲子様～餅つき大会、書初め大会参加しています。他者への干渉みられ、若干気分の高さが見られています。自分本位な行動にならないように観察していきましょう。

・松田　信夫様～餅つき大会に参加しています。会場に入るとすぐに杵で餅をこね、終ると帰棟しています。興奮なく穏やかな様子です。状態をみながら、興奮なく参加できるように介入していきましょう。

・吉田　壽雄様～餅つき大会、書初め大会参加しています。普段臥床していること多く、プログラム参加少ないことから、できるだけホールにでてくるように促していきましょう。

・中村　治彦様～最近活気なく、叫ぶこと少ないです。プログラム参加するもゲームなどで答えること少なく、声も小さいです。状態の変化に注意して観察していきましょう。

・金橋トキノ様～12/28東病棟から転入となっています。比較的疎通取れており、話し掛けにも流暢に会話しています。話をするのが好きな様子で、表情良く話しています。回想法でも、昔行ったことなど積極的に話しています。適宜話し掛け、気分の安定と認知機能を維持できるように介入しましょう。

・向谷地吉幸様～自室で臥床していること多く、声掛けにも身体不調を訴えています。昨日の回想法への促しに一度拒否しますが、その後遅れて参加できています。回想法の輪に入り表情良く会話しており、スタッフや他者と会話する機会を増やしていけるよう介入していきましょう。

・玉井クニ子様～他者への迷惑行為などみられますが、音楽活動で歌唱には集中して参加し、一緒に歌うことができることがあります。短時間でも参加できるものへ促していきましょう。







